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第
六
条
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
条
各
号
」
を
「
第
九
条
各
号
」
に

改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
五
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
二
条
の

次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
産
業
及
び
人
口
の
過
度
の
集
中
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
）

第
三
条

法
第
五
条
第
四
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
地
域
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
区

域
と
す
る
。

一

首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地
及
び
同
条
第

四
項
に
規
定
す
る
近
郊
整
備
地
帯

二

近
畿
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市
区
域

三

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
区
域

（
集
落
生
活
圏
か
ら
除
か
れ
る
区
域
）

第
四
条

法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
区
分
に
関
す
る
都
市
計
画
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
を
い
う
。
第

十
三
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
内
の
同

法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
土
地
の
区
域
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
八
月
十
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
三
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
三
の
二

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
内
閣
府
令
第
四
十
七
号

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
域
再
生

法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
第
四
号
及
び
第
七
号
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
同
項
第
二

号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
三
項
第
二
号
並
び
に
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す

る
た
め
、
地
域
再
生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

地
域
再
生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

地
域
再
生
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
八
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項

第
十
号
中
「
第
五
条
第
八
項
」
を
「
第
五
条
第
九
項
」
に
改
め
、「
地
域
再
生
協
議
会
」
の
下
に「（
法
第
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
地
域
再
生
協
議
会
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、同
項
第
九
号
中「
特

定
地
域
再
生
事
業
」
の
下
に「（
同
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
地
域
再
生
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加

え
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
七
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
一
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
六
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
九
号
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
八
号
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

法
第
五
条
第
四
項
第
四
号
の
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
地
方
活
力
向
上
地
域
（
同
号
に
規
定
す
る
地

方
活
力
向
上
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
お
お
む
ね
の
区
域
を
表
示
し
た
地
形
図
及
び
当
該
区
域
の
付
近
の
状

況
を
明
ら
か
に
し
た
概
況
図

六

法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
の
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書

イ

法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
集
落
生
活
圏
の
お
お
む
ね
の
区
域
及
び
同
号
に
規
定
す
る
事
業
の
お

お
む
ね
の
区
域
を
表
示
し
た
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
以
上
の
地
形
図
並
び
に
当
該
事
業
の
お
お
む
ね
の
区
域
の

付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
以
上
の
概
況
図

ロ

法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
業
の
お
お
む
ね
の
区
域
が
、
国
の
施
行
又
は
国
の
補
助
に
係
る
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
区
域
内
に
あ
る
土
地
を
含
む
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土
地
改
良
事
業
の
施
行
者

の
名
称
、
施
行
面
積
及
び
実
施
期
間
を
説
明
し
た
資
料

七

法
第
五
条
第
四
項
第
七
号
の
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
遊
休
工
場
用
地
等
（
同
号
に
規
定
す
る
遊
休

工
場
用
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
そ
の
工
業
等
導
入
地
区
（
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進

法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
五
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
工
業
等
導
入
地
区
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
域
に
含
む
実
施
計
画
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
施
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
当
該
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
工
業
等
導
入
地
区
の
区
域
及
び
遊
休
工
場
用
地
等
を

明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
以
上
の
概
況
図

第
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
条
第
三
号
」
を
「
次
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「
次
条
第
四
号
」

を
「
次
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
第
十
号
」
を
「
次
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
、「
第
五
条

第
四
項
第
八
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
三
条
各
号
」
を
「
次
条
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
ロ
中「
同
号
ロ
に
規
定
す
る
」

を
削
り
、「
地
域
再
生
推
進
法
人
」
の
下
に「（
同
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
再
生
推
進
法
人
を
い
う
。
第
六
条
第
一
項
第
一

号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
、「
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
同
条

第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
八
号
」

を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中「
第
五
条
第
四
項
第
七
号
」

を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
一
号
」
に
、「
前
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
六
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
号
」
に
、「
前
条
第
一
項
第
七

号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中「
第
五
条
第
四
項
第
五
号
」

を
「
第
五
条
第
四
項
第
九
号
」
に
、「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十

一
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十

号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

六

法
第
五
条
第
四
項
第
四
号
の
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

地
方
活
力
向
上
地
域
の
区
域
並
び
に
当
該
地
方
活
力
向
上
地
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
地
方
公
共
団
体
そ
の
他

の
者
が
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
事
業
（
同
号
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施

設
整
備
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
推
進
す
る
た
め
に
行
う
事
業
の
内
容
及
び
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
の

名
称

ロ

地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
事
業
の
内
容
及
び
当
該
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備

事
業
の
実
施
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
就
業
の
機
会
の
創
出
又
は
経
済
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
程
度

七

法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
の
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
同
号
に
規
定
す
る
事
業
の
内
容
及
び
当
該
事
業
の

実
施
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
就
業
の
機
会
の
創
出
、
経
済
基
盤
の
強
化
又
は
生
活
環
境
の
整
備
に
資
す
る
程
度


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